
私たちは、ヒロシマ、ナガサキ、チェルノブイリ、フクシマの出来事を経て、原子爆弾と原子力発電の“核”技

術が、いかに広範囲の市民を、命の危機に追いやり、長期に亘って死の恐怖に苦しめるかを見てきました。それで

もなお私たちは、“核”技術に依存する体質を抜け出せないでいます。核兵器を安全保障の盾とし、原発を経済繁

栄の足場とすることは、いつか全人類を破滅に追いやる地雷の上を歩むことを意味します。 

フクシマの現場で、被災の実相をつぶさに見て来た川上直哉牧師と、フクシマ以前から核に依存しない社会の構

築を主張してきた飯田哲也氏と共に、“核”の縄目から解放される道を真剣に探りたいと思います。 

 ２０１６年  １月１０日（日）16時 ～ １１日（月・祝）16時 

《場所》関西セミナーハウス 修学院きらら山荘 

  京都市左京区一乗寺竹ﾉ内町23 ℡:075-711-2115〈地図裏面〉 

《参加費》一般 14,000円 学生 5,000円（宿泊３食込） 

   ＊１月５日までに裏面フォームを元に、ＦＡＸ、電話、電子メール、 

    ＷＥＢサイトフォームからお申し込みください。（詳細裏面） 

2015年度 修学院フォーラム「エネルギーを考える」第４回 

  
 〈主催〉公益財団法人日本クリスチャン・アカデミー 

  関西セミナーハウス活動センター 

“核”の縄目からの解放に向けて 

 

 飯田 哲也 いいだ てつなり（認定NPO法人 環境エネルギー政策研究所所長） 
 

 2011年3.11に発生した東京電力福島第一原発事故は、世界史に残る地球規模の

最悪級の原発事故であり、日本を崩壊の瀬戸際に追いやり今もなお10万人を越え

る避難者や広域の放射能汚染をもたらした大惨事である。その「大不幸中の幸

い」は、10年前に始まった世界的な自然エネルギー革命の真っ只中にあること、

そして「原発神話」の中にあった国民の大多数が目覚めたことである。 
 ヒロシマ、ナガサキ、そしてフクシマと世界史に刻まれた日本の核の被害を心

に刻み、今こそ核兵器も原発もない「核に依存しない社会」を実現すべきときで

あるだけでなく、その実現が今や可能であることを示す。 

「エネルギー・デモクラシー〜地域からのエネルギー変革 」 

 

 

「フクシマ」の声と国際 ヒバクシャ連帯  

 川上 直哉 かわかみ なおや  （NPO法人 東北ヘルプ事務局長） 
 

 支援事業として、宮城県から神奈川県に至る範囲で「被ばく」した90名を超える

「放射能禍に不安を覚える親御さんたち」と定期的に面談をしてまいりました。

その方々は、大量の口内炎、広範囲の皮膚疾患、恒常的な発熱や空咳、頻出する

鼻血、甲状腺の異常、白血病、視力の急激な低下、といった症状を、お子さんや

ご家族に確認しておられる方々ばかりです。気になるのは、お医者様の対応です。

検査や検証をするまでもなく原発との関係が言下に即断で否定されるばかり、と

のこと。まるで、その可能性を検討することが「悪」であるかのように。牧師と

して、神学者として、この事態に戸惑いながら、多くの人々と出会い、意見を

伺って、また「親御さんたち」と語り合っている日々です。イデオロギーや政治的目標の達成は措いて、

ともかく、苦しむ人々の現場から、そしてその現場へ。今回もそうした貴重な時となればと思います。   

  

  １月１０日（日）  

   １６:００ オリエンテーション 

   １６:３０ 川上 先生 発題講演  

   １８:００ 夕食 

   １９:００ 質疑応答、 はなしあい 

   ２１:００ 自由懇談 

  １月１１日（月）   

    ７:００ 静想の時             

 ◇プログラム予定◇ 
 ７:３０ 朝食 

  ８:３０ 飯田 先生 発題講演  

１０:００ コーヒーブレーク 

１０:３０ 質疑応答、はなしあい 

１２:００ 昼食 

１３:００ グループ討論 

１４:００ コーヒーブレーク 

１４:３０ 総合討論（まとめ） 

１６:００ 終了 



記事の見出し 

 （フリガナ） 

名 前        （男・女）  所 属                                     

    〒 
住 所                             

                                          電話・携帯 （              ）              －       FAX （             ）              －       

電子メール：     ＠ 

◎参加形態  １．全日程参加    ２．部分参加 （          ）から（       ）まで  

◎宿泊室   １. 相部屋でよい ２. 個室希望 ３. その他ご希望 （                                    ） 

─────2015年度 修学院フォーラム「エネルギーを考える」 第４回 参加申込書────── 

 公益財団法人 日本クリスチャン・アカデミー 

  関西セミナーハウス活動センター 
 〒606‐8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23  
 http://www.academy‐kansai.org 
 電話          075‐711‐2117 

    FAX          075‐701‐5256 

 電子メール    office@academy‐kansai.org 
   運営委員長    小久保 正                
     担 当       都木かおり 

＊ 地下鉄烏丸線松ヶ崎駅、叡山電鉄修学院駅までワゴン車で送迎いたします。定員がありますので、ご希望

の方は予めお知らせ下さい。地下鉄の最寄駅は松ヶ崎駅ですが、北山駅のほうがタクシーを拾いやすいです。  

駐車場あり 

(無料） 

至:松ヶ崎駅 

・北山駅 

市バス： 

 修学院道 

 5･31･北8 

至:国際会館 

  市バス： 
 修学院駅前 
  65･北8 

＊ 全日程参加者を優先しますが、直前になって会場に余裕があれば、部分参加もお受けします。 

＊ ご宿泊は満室になり次第締め切ります。  

＊ ご宿泊の基本は２～３名の相部屋です。 シングル利用をご希望の方は、追加料金(2,100円)が必要です。 

＊ お申込みには、メールか電話で返信を致します。１～２日経っても返信が無い場合は、不着の可能性がありますので、 お電話など

で、 再度ご連絡ください。 

＊ 前日正午以降のキャンセル・変更には、キャンセル料をお願いすることがあります。 

FAX 075-701-5256  

  川上 直哉 かわかみ なおや  （NPO法人 東北ヘルプ事務局長） 
 

  1973年牧師の家に生まれる。神学博士（立教大学）。日本基督教団仙台北三番丁教会担任教師。東京基督教大学

において神学生寮の担当職員を担当した後、2001年から仙台に住み、日本基督教団仙台市民教会主任担任教師を

経て、現職となる。併せて、非常勤講師（仙台白百合女子大学・東北学院大学・宮城学院女子大学）、仙台白百合

女子大学カトリック研究所研究員、宮城刑務所教誨師、NPO法人「東北ヘルプ」事務局長、宮城県宗教法人連絡協

議会常任幹事、「心の相談室」共同代表、反貧困みやぎネットワーク事務局長代行、「特定秘密保護法に反対する

牧師の会」呼びかけ人。 

 2015年度より放射能災害の減災を目的として家族は沖縄県に移住中。著書に『日本におけるフォーサイス受容

の研究』（キリスト新聞社）、『被ばく地フクシマに立って』（ヨベル）、『食卓から考える放射能のこと』『被災地支

援と教会のミニストリー』（共著・いのちのことば社）。  

  飯田 哲也 いいだ てつなり （認定NPO法人環境エネルギー政策研究所所長） 
 

   1959年、山口県生まれ。京都大学大学院工学研究科原子核工学専攻修了。東京大学先端科学技術研究センター

博士課程単位取得満期退学。原子力産業や原子力安全規制などに従事後、「原子力ムラ」を脱出して北欧での研

究活動や非営利活動を経てＩＳＥＰを設立し現職。自然エネルギー政策では国内外で第一人者として知られ、先進

的かつ現実的な政策提言と積極的な活動や発言により、日本政府や東京都はじめ地方自治体のエネルギー政策に大

きな影響力を与えている。   
国際的にも豊富なネットワークを持ち、21世紀のための自然エネルギー政策ネットワークREN21理事、世界バイ

オエネルギー協会理事、世界風力エネルギー協会理事なども務める。 

3.11後にいち早く「戦略的エネルギーシフト」を提言して公論をリードしてきた。 

 福島第一原子力発電所事故発生以降は、経済産業省資源エネルギー庁 総合資源エネルギー調査会基本問題委

員会委員や、内閣官房原子力事故再発防止顧問会議委員を歴任した。 

2014年より一般社団法人 全国ご当地エネルギー協会 事務総長をつとめ、地域からのエネルギーシフトを進め

るために全国を奔走中。主著に『エネルギー進化論』（ちくま新書）など多数。 


